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始業式
ことしも連休となったため、１月９日（火）に始業式が行われました。
式では校長先生から、日本理化学工業というチョークを作っている会社の話がありました。この会社

は「日本で一番大切にしたい会社」という本で紹介され、一躍脚

光を集めました。それは、全従業員 83 人のうち、62 人が知的障
がい者、さらに内 27 人が重度の障がい者で、障害者雇用割合は
なんと７割を超えるからです。始まりは 60 年近く前に遡ります
が、「雇用が無理ならせめて就業体験をさせて欲しい」と頼まれ、
当時の養護学校の生徒たちを受け入れたことでした。その生徒た

ちを見て、女性従業員の一人が「こんなに一生懸命やってくれる

なら、私たちが面倒を見るので雇ってやってください。これは社
員の総意です。」と社長の大山さんに迫ったそうです。この時に

入社した２人は、雨の日も風の日も満員電車に乗って通勤して、

単調な仕事に全身全霊で打ち込みました。そのうちの一人は、このあと 50 年も勤め上げたそうです。
社長の大山さんはある人から、人間の究極の幸せは、人に愛されること、人にほめられること、人の

役に立つこと、そして、人から必要とされることという話を聞きます。そして、愛されること以外の３

つの幸せは働くことによって得られます。さらに「虹色のチョーク」という本には、障害を持つ人たち
が働こうとするのは、本当の幸せを求める人間の証であり、会社の使命は「働く幸せの実現」であると

書かれています。

最後は、「この「人の役に立つ幸せ」というものは、まず自分の夢を実現させることから始まるので、
新しい目標を決め、自己への挑戦を始めてください」という言葉で、式辞を締めくくりました。

マラソン大会
１月２６日（金）に、恒例のマラソン大会が開催されました。

コースは、男子は潮岬周遊の１２．４キロ、女子は馬坂から町営

グランドを通る６．７キロのコースです。いつもは本校グランド

から出発するのですが、今年はグランド整備の工事が行われてい
るため、野球部バックネット横からの出発となりました。

三学期になってから体育の授業で練習を始め、校外でも４回く

らい走っています。（今年は雨の日があったので、クラスによっ
ては２回しかできていませんが）また、男子コースの距離は和歌

山北高校のマラソンコースよりも長く、おそらく走る距離は、県

下で一番になると思います。しかもアップダウンがあるので大変
ですが、男女とも全員、完走することができました。

また今年も、育友会の方々による豚汁の炊き出しがありました。当日朝からお集まりいただき、手際

よく作っていただきました。育友会の方に伺い、また本校のフェイスブックにも書き込みがあったので
すが、周遊道路が完成する前（今から４０年くらい前）は、マラソンコースは田原から学校までだった

そうです。距離はこちらの方が長いかもしれませんが、アップダウンがあまりないので、走るのは昔の

方が楽だったかもしれません。あわせて、走路の監視のお手伝いもいただきました。ご協力いただいた
育友会の皆様、ありがとうございました。

マラソン大会 記録

1 42分 49秒 1 D 切畑 時 1 28分 25秒 2 C 北浦 佑菜
2 43分 23秒 2 B 稲生 宗士 2 29分 20秒 1 D 前島 陽香

3 46分 43秒 2 B 白井 洋也 3 29分 57秒 2 B 平賀 美佑

4 47分 23秒 2 A 滝本 虎之介 4 30分 17秒 1 C 岡地 舞
5 48分 01秒 2 B 貝塚 翔太 5 30分 45秒 2 B 前 ラビア

6 48分 07秒 2 C 塩地 勇太 6 32分 25秒 1 D 木村 結

7 48分 17秒 2 C 川口 遥己 7 33分 06秒 2 B 寺本 朱音
8 48分 18秒 2 A 今村 知良 8 34分 01秒 1 D 矢本 亜衣里

9 48分 19秒 2 A 松本 幸成 9 34分 15秒 1 B 岡本 早紀子

10 48分 19秒 1 C 坂根 遼太 10 35分 06秒 1 B 牧山 遥



センター試験壮行会
１月１１日（木）に実施しました。センター試験とは、独立行政法人「大学入試センター」が主催し

ている試験です。国公立大学を一般受験で受ける場合は、原則として全員が受験します。国公立大学受

験の場合はさらに、２月から３月にかけて各大学が実施する個別試験も受験して、合否を判定します。
また、多くの私立大学もセンター試験に参加しており、ほとんどの場合は、各私立大学の個別試験を受

けずに、センター試験の成績だけで合否が決まります。

会では最初に教頭先生から挨拶があり、その後、キャリア形成支援部長や進学担当者から、アドバイ
スや注意事項がありました。最後まであきらめないこと、多くの人に支えられてきたことの他、マーク

の仕方や時計の秒針の活用法まで、あらためてそれぞれの立場から話をしました。

今年のセンター試験の問題には、２０２１年度の入試改革を踏まえたものがいくつかありました。国
語「現代文」の第１問で、本文に付された図（写真）に関する生徒の話し合いが紹介され､そのうちひと

りの会話が空欄補充問題として出題されました。また、英語「筆記」では、第２問の対話の流れを読み

取る問題や、第３問の話し合いの発言内容をまとめる問題が出題され、より実践的なコミュニケーショ
ン能力を問う傾向が強まりました。

すでに試験が終わり、このマンスリーが出る頃には国公立大学の出願も終わっていると思いますが、

あらたな気持ちで、次の試験に臨んで下さい。春は必ず、やってきますよ。

薬物乱用防止教室
串本警察署の担当者を招いて、１月３０日（火）に３年生対象で実施しました。

最初にＤＶＤを鑑賞しました。これは高校生が主人公で、ＯＢか
ら危険ドラッグをすすめられる設定のものでした。制服も本校のも

のと似ており、状況設定も含め、リアルな映像でした。その後は警

察の方から、薬物の怖さについてはもちろんですが、「串本は人は
温かいが犯罪がゼロというわけではない」「３年生は大半が都会へ

出て行くが、犯罪に巻き込まれることのないよう」という話もあり

ました。「自分を大事にして欲しい」という言葉が何度も出てきま
したが、生徒たちはみんな、熱心に聞いていました。

以下は感想文です。「これまで危険ドラッグは自分とは無縁のも

のだと思っていたけど、今日の話を聞いて、友人に誘われたりして
はまっていくこともあると知った。恐ろしい薬だとわかったので、

誘われても、断れるようにしたい。」

講演をいただいた串本警察署の皆様、ありがとうございました。

２月行事予定
５日（月） ２年生修学旅行結団式

６日（火） 修学旅行出発 ９日まで

１５日（木） ２年生進路説明会 ３年卒業判定会議
１６日（金） 地域とともにある学校づくり講演会

１９日（月） ３年登校日

２３日（金） 高校入試一般出願 （２６日（月）との２日間）
２７日（火） 学年末考査開始 ６日まで

２８日（水） 卒業式予行

３月 １日（木） 卒業式


